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教  師   の   眼  

安価女子大学助教授 坂 本 信 義   

め、本質や叶能性を見抜く教師の眼が求めら  

れることには変わりはない。子供達は多様で  

ある。その個性や長所・短所も様々である。  

み 「心焉に在らぎれば視れども見えず」という  

ように、心の目、研ぎ澄まされた≠感性の目“  

でないと見えるものも見えないであろう。   

教師は、とかく成績によって子どもの行動  

を律しがちであるので十分心しなければなら  

ない。ある子供のちょっとした非をとらえ、  

教師が一方的に極めつけたような対応をする  

と、その子供もそうした行動に走るようにな  

るという。また、ある子供は自分を否定的に  

見る教師に対し敵意さえいだき、その教科に  

興味・関心を失い、成績も悪くなっていくと  

いう。 もちろん、逆の事例も多いが、ピグマ  

リオン効果とか、ラベリング理論などによっ  

て、すでに説明されている考え方である。   

子供達のもつ可能性を信じて、その長所を  

伸ばしていくのか、あるいは、短所にこだわ  

るかで、子供の将来に大きな影響を与えるこ  

とにもなりかねない。教育がかけがえのない  

大事なものであるだけに、子供達に一層確か  

な眼を注ぎたいものである。  

かつて、庭師から石を選  
けい  

ぶ慧眼のほどを聞いたこと  

‾r がある。庭師は庭先の大きな石を挺f一一本で  
軽々と動かす。石がくすぐったい所を敢えて  

くれるので、そこに挺子を入れると石の方か  

ら動き出すというのである。つまり、重心を  

見抜いた技といえる。また、石には、静と動、  

あるいは陰と陽があり、それらを見抜いて、  

請け負った築山や泉石などに最もふさわしい  

石を選び、庭に据えて生かすのだという。   

また、素人は、総じて石屋の庭先にごろり  

と置かれた石を、その石全体の形や色で好み  

のものを見がちである。しかし、石は土中に  

埋められ、どっしりと根を生やしたときの姿  

を想定して選ぶべきであー）、地上に見える部  

分は、わずか八分のこにしか過ぎない場合だ  

ってあるのだともいう。   

この慧眼、一朝一夕にならずではあるが、  

そこには確かで厳しいプロの眠がある。この  

ことを、教育に置きかえてみるとどうであろ  

うか。日々成長L続ける子供達を、庭石と同  

じように考えることは出来ないが、子供達を  

教え育てる教師としては、子供の実態を見詰  
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指定都市教育研究所連盟共同研究紹介  

『子 ど も と 環 境   

広．㌦市教市センターをはじめ政令指定郡市の1り機聞か加1】，リLている指定諸闘1J教育研究所連〔崇プ．て  

は、大都市におけるrどもと教育の問題を共通課題として、日射Ilニう8年の第1次共同研究以来、継  

続して調査研究を進めています。   

第8次共ト」研究（昭和60－fう2年度）では、∴J’▲どもと瑞境」とい1丁－「マで、マスメディア、  

流行、競争社会、及び地域什会を通してイ・どもの委を見つめてきました 

二の度、帥′先の成果かまとまりましたので、その中か⊥－〕、主として大阪市、福岡市、広．L∴巨トの  

各教育センターが担当・執筆した「十どもと競争什会」の－一部を紺介Lます。  

子どもと競争・協同  

今、なぜ環境なのか   

「人間は環境の動物」といわれている。人  

間はいろいろち・環境との相互作用の中で生括  

するということであろう。特に、成長過程に  

ある十どもたちにとって環境から′受ける影響  

は大きいものがあろう。硯イl二、子どもをとり  

まく社会は物質化社会であり、高度情報化社  

会て1ある。その中で、豊かで便利な生活をし  

ているが、人間関係の希滞さ、道徳観の欠如  

等尖ったものも多い。こうした中で教育の課  

題とされているのは、教育環境の人牒化、環  

境教育の推進等であろう。  

環境をどうとらえたか   

r一どもの人1日形成に禽接に関係する環描と  

Lて、1二卜【セ1のように人間環境、物賢瑞境、  

地域瑞境、学習端境を取り 上げた′、その環境  

に切り込む窓口として「流行」「マスメ丁イ  

7J「競争什会」「地域社会」を考－え、 J′一ど  

もをめぐる端境について吟味しじ，  

子どもをとりまく競争社会   

実力の社会になりつつあるといわれながノ〕  

も依然として学歴偏重の社会的風潮は根強い  

ものがある「評判のよい学校への入学を求め  

て、塾は今や第二の学校としての社会的地位  

を得るまでになった。また、全人教育の場と  

される学校も、一般的に勉強ができることだ  

けに価伯を認める傾向が強まり、その弊害か  

指摘され、改めて学校数台の人澗化か問われ  

ている。   

こうした状況の中で、了一どもたちごま学校に  

おける諸活動をどのようにとらえているので  

あろうか。一日の学校生活の大半を送る学級  

では、人間関係の和束二交渉の形態として多様   図1子どもを動かす「四つの環境」とその関連  
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な競争・協同の揚がある。そこで、諸活動を  

競争・協同の視点からとらえてみた。  

勉強では負けたくない  

J′一どもたちは、‖択一1刺で友だちを意．識し‡1  

けまいと努力する・んて、協い」の射】いフしさ  

い本恨している，lrt」の確、■′ニヒともに縄友と  

n競争意識は帆卜していくか、勉強」につ  

いては貢けまいとする意．i裁か低い（′卜、f：4年  

（i：う．1％、6年56．4％、中、r：3午（うこう．（）％仁   

ノ家庭に帰れは、fう′刑余りの／一どもたちは成  

糸l■iについて兄弟や友だちと比較きれ勉強につ  

いてグ〕鯨起を促されている また、′家庭の・丁：  

習」‘芳‘ヱ境を棋士てもノ〕／ノたり、■‡∫7jいH謝を払一ノ  

て燕に通わせても⊥、フー1たりする状況 廿ズlコ1  

の中で、〔用り余りれイ・どもたちは、も／ノと勉  

強をしてほしいという仙度賞■の要求を敏感に  

感じと／ノている、ニグ）よ一うな環境が勉丑に強  

い競サ意識をかりたてる要困であろう、特に、  

中子3午ては人．式を持えてその他l「－Jが強まる  

協力はするがリーダーにはなりたくない   

学年が進むにつれて、意欲的なリーダーで  

はなく、やらされるリーダーになっていく。  

この原因は、蟄や習い事（週3回以L通塾ノト  

学4年約5割、6年と中学3年約7割）に追  

われ、放課後に時間を取られることを嫌うよ  

うになったり、リーダーの仕事に対する認識  

やその責任の重さがわかるようになったりす  

ること等が考えられる。リーダーとして頑張  

っている子どもは、係活動や二委員会活動で協  

力してよかったという体験を持っているか、  

学年が進むにつれて、リーダーになることを  

敬遠する傾向にある。  

ともに高まる学級集団を目指して   

勉強ができるということで人間の価値を評  

価する世相の中で、子どもたちも成長するに  

つれて、勉強では負けたくないという意識が  

強くなり、その道に社会生f占に必要な協同の  

素晴らしさを経験する機会は減少していく。   

このような子どもたちに協同の素晴らしさ  

を経験させ、一人ひとりの仙性や創造ノ性の伸  

長を図り、主体的に学ぶことの楽し さを味わ  

わせるために。   

○ 思いやりのある学級づく り   

○ 一人ひとりの良さを認める多面的評価   

○ 一人ひとりが目標をもち自己との競争  

等の面から日々の実践を振り返ってみる必要  

があろう。  （広島市教育センター  

指導主事 民安和昭 指導主事 西村達男二）  

（通塾率％）  
0 10 20  コ0  40 50 60 70  

図2 学習塾通塾状況  

第1次 教師と非行中学生 用召和41年）  

第2次 了・どもの生活と教育（昭和44年）  

第3次 郡市の教育問題（昭和49年）  

箭4次 地域社台における子どもの意識と行  

動（昭和51年）  

第5次 現代のナどもの意識と行動（昭和54  

年）  

第6次 都市の了▲どもの自己形成（昭和57年）  

第7次 子どもの学校観（昭和60年）  

第8次 了－どもと環境（昭和63年fり行予定）   共同研究協議会  
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お こ た え し ま す  

（亘  

教育相談室（分室）から  

吃音の子どもについて  や注意をしたト）、言い直しをさせたりしな   

いことです。そうするとかえって自分の話   

し方を意識させるばかりでなく、不安や劣   

等感を大きくすることになります。  

（2）つかえたり、口ごもったり、繰り返した   

りして話しても、ごく自然にうなづきなが   

ら聞いてやり、途中でさえぎったり、手肋   

けのつもりでかわI）に言ってやったり、早   

〈話すようにせかさないようにします。  

（3）自分の話し方を気にし始めている子ども   

については、一人での音読のかわりにグル   

ー7て、斉試させるなどして、話すことへの   

抵抗感を和らげることに努めます。  

（4）学級の子どもたちに対しては、よい聞き   

手としての態度を育てるとともに、吃音へ   

の理解を深めるようにします。  

（5）意識化がさらに進むと人前で話そうとし   

な〈なり、殻にとじこもるようになること   

もあります。できるだけ楽にどもらせ、吃   

音を束I）越え、力強〈生きようとする姿勢   

を積極的に支援するようにします。   

Q どもる子どもに接するとき、どのよ   

うな配慮が必要でしょうか。  

A どもる状態を吃音状態といいますが、吃   

音状態が進行してい〈と、子どもの成長・   

発達上、見過ごせないことになります。  

1 吃音状態を進行させる要因  

同じ音やことばを繰り返して話したり、   

ことばがなかなか出てこなかったり、口ご   

もったりしていると、 その話し方が気にな   

って「吃音」ではないかと心配になること   

があります。  

しかし、このようななめらかさに欠けた   

話し方というのは、丁どもが新しいことば   

を学習している過程においてしばしばみら   

れるものです。  

ところが、だれかが「吃音では」という   

疑いや不安をもつことによって、その子ど   

もの話し方が気になりだします。このよう   

な気持ちが、子どもに言い直しを求め、千   

人ヾもの方は話すことを気にし始め、ますま   

すつかえたり、つかえることを恐れたりす   

るようになるのです。  

吃音の原因については、まだよ〈わかっ   

ていないところがありますが、このように   

して吃音状態が進行し、固定化していくと   

素人判断・素人療法は危険です。心配にな  

ったら教育相談室や最寄りの言語治療教室で  

相談を受けるようにします。  

（広島市教育センター指導主事 宮河  

・・一1・…・・ 教育相談室（分室）案内 一小  

l一障害をもつ子どもの教育相談を  
l  
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も考えられています。  

2 学級での配慮  

（1）子どもの話し   

方に対して、「落   

ち着いて、ゆっ  

〈 り話してごら   

ん」などの肋言  

行っています  

国文東区光町二丁目15  

（児童総合相談センター内）  

電話  

t【■コヨ ■■ ■ ■1  082‾264‾0422  
i広島駅  
こ∵l－1－1一I一－＝t■・1l一ll一 ■」■l」■ll」■一 川一l一l一＝ 一ll一  
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回回匝l回回回  

技術・家庭科の評価に関する研究   

広島市教育センター主任指導主事 中 村 道 徳  

ける導入方法を検討したものである。研究で  

は、下図に示す二つの導入類彗■！についてそれ  

ぞれ実験授業を行った。   

広島市教育センターが実施した D一児室生徒  

の学習意識に関する調査』（昭和58年度）か  

ら生徒の教科嗜好をみると、技術・家庭科が  

第1位で、 その理由は「学習内容に興味があ  

る」「みんなと協力して学習できる」などと  

なっている。しかし、反面「先生がわかりや  

すく敢えてくれない」「学習のしかたがよく  

わからない」などの学習指導法の改善を求め  

る声も多い。これは技術・家庭科が、実技教  

科であるだけに、生徒の外面的活動に目を奪  

われて、生徒一人ひとりの内向的な学習活動  

にまで目を向けていないことによるのではあ  

るまいか。  

二つの導入タイプ別に学習効果の伸び率  

（学習効果率）をみると、導入時に作業を伴う  

試行活動を取り入れたプロジェクト型導入の  

方がすく、’れており、また学習意欲の高いこと  

かわかった。  

○ 授業過程における導入指導のエ夫   

生徒自らが授業に主体的に取り組み、学習  

課題を解決していくためには、授業過程、な  

かでもその導入過程を重視しなければならな  

い。生徒一人ひとりか、生き生きとした学習  

活動を展開し、学習効果を高めていくために  

は、まず、授業の導入段階で 、生徒が明確に  

学習のねらいを把握することが大切である。   

しかも、この学習のねらいの把握に当たっ  

ては、生徒が主体的に授業に対する問題意識  

をもち、学習課題解決 への主体性を自覚しな  

ければ、学習引二積極的に取り組むエネルギー  

にはなり得ない。また、学習への参加を通し  

てはじめて要求も具体的となり、学習課題解  

決への見通しができてこそ、内発的動機づけ  

の要因としての学習意欲に大きくかかわl）を  

もつことになるものと思われる。   

○ 生徒の個性や能力に応じた学習成果のフ   

ィードバックの改善   

学習における評価機能としては、学習成果  

を個々の生徒にフィードバックさせて、次の  

学習活動への意欲づけとすることや、教授活  

動をどのように改善していくかということが  

キえられなければならない。得点からだけで  

なく、生徒の性格や能力に応じたフィーート、バ  

ックを考える必要がある。   

市販の心理検査による生徒の個性とフィー  

ドバ、ソクの仕方との関係を調べてみると、生  

徒の「活動性」「教科の嗜好」「自信・意欲」  

丁成績の良否」などに応じて、賞賛・激励・  

説明・補説など適切なフィードバックとその  

方法が考えられなくてはならないことがわか  

った。   

この研究的取り組みにおいては、導入指導  

の方法と学習達成状況との関係を事前・事後  

テストから把握し、技術・家庭科の授業にお  
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広島市立学校教育研究生紹介  

本年度は莞名の先′卜ん▲が〔）1jから11」］の3  

か日間、当教ffセンター及び在勤恨において  

研修をされまLた ／＝珂は、道徳に「果する帥  

究の概要をキこ．■う′卜Lます  

研究内容  

自己を出しきる道徳の時間の指導法  

山∴‖小一′二Il川てテ′卜、芦校数．諭 菅 田 祐 司  

リ古紅か本音を＝＝J、心をひ⊥、〕き、架Lいと  

悠じることのできる道徳の帖「＝」を作り出すた  

拙ニ、授業展開にん現高動を取り入れた実践  

r′11」研′兜を行った  

主題名「二つの勇気」（第5学年）   

（メ」Jノいノ   

亘71）勇1tの意味を知り、止Lいことは・力㍉  

をも′ノて美行す る態度を育てる  

：つ、り払・心情をl′】分グ）二ととして惑しと  

⊥、Jせ、どニハように振る舞えばよいのかと  

いうことむ動作化させる  

「′】分なりのノこJ丸をすれ：ごよいので仝Hか  

i、，1■発に動作化Lた   

二人組で交代Lて行わせることによ′一ノて  

l′】分ヒは興ち・る佃情鋭かあることに1いノか  

せることかでさた   

汗二しいと基いうことを′美行するク）は′存易て  

はち・いニヒキト分悠じとらせるニヒができ  

た  

1 問題場面を把握させるための表現活動  

lりjはべ′しを州すことかできなか   

その後で和ワユは州して来た 」山県りルニ  

があると［j▲＝した その時捌＝れL、のつ  

ぶやきを・・紺＝い二砂せる   」1」」  
りいたカゝ⊥’フ多イ1美な考‘えをリlき．里すとともに、  

七人公の1こ‖三ちを川＝l侶二とらえさせ、ト人公  

とl■f」一化してそのノL、情にひたノブせる′二めに吹  

き川Lの彬で去現きせることにした この甘  

辛′JJIrJ動の結果、  

り日子が多様な考‾えを出すことができた  

・ 一人ひとりが巨人公に几牒し、】’l分とは   

異なるろ一えん■かあるニヒに∴七かついた  

3 終末の工夫としての表現活動  

授業の終末は‥l】iイlモノ、11㌧しL的でなく、余  

i‘；iiを残して終わりたいために「勇1t一つを   

友にして という歌を歌わせた  

研究のまとめ  

こ 1†圭i参加グル三業にち・り、多様な佃仙を引   

き．L11すことかできた  

○ 自分と友だちの価値を比較L、価値の認  

．撒か深まってきた。   

甘場人物になりきること：二より、他人∽  

痛Zメかわかり代感てうるようになった   

寮料の場l妬把据．がノ了こ易にな一ノた 

道徳の時l吊を楽しく感じるようになり、  

美蟻意欲が－1■7iま・ノてきた   

2 道徳的価値を自覚させるための表現活動   

．i．Iの後、トッパ拓．年きを考‾えさせ、  
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研究主題  

道徳的価値を主体的に自覚させるための指導  

法の研究   

広島市立五日市観音西小学校教諭 砂 原 宏 幸  

自己を出しきる道徳の時間の指導法   

広島市立青崎小学校教諭  菅 田 祐 司  

読みと書きとの関連指導による説明文作成の  

指導法について   

広島市立三田小学校教諭  新 元 龍 児  

思いやりを育てる学級会活動の指導法に関す  

る研究   

広島市立牛田小学校教諭  今 田 龍 二  

基本的な図形概念形成の指導法に関する研究   

広島市立河内小学校教諭  水 戸 静 真  

数量関係を把握させるための指導の在り方   

広島市立阿戸小学校教諭  佐々木 ちえみ  知恵おくれの生徒の作業能力を高める指導に  

関する研究   

広島市立広島養護学校教諭 菅 方 幸 司  科学的思考力を育てる指導法の研究   

広島市立己斐上ノト学校教諭 山 田 宏 康  

燃焼反応における教具のエ夫と指導法の研究   

広島市立高陽中学校教諭  野 村  稔  

学習活動に参加できにくい児童の個別指導の  

工夫   

広島市立白鳥小学校教諭  伊 東 陽 子  

生徒の意識と行動のズレについて   

広島市立安西中学校教諭  桑 原 郁 文  

教材提示の効果的な指導に関する調査研究   

広島市立安佐中学校教諭  遠 藤 秋 実  

「絵で表す」における鑑賞の指導   

広島市立真亀小学校教諭  福 田 悦 子  

砂浜における「造形的な遊び」に関する指導  

法のエ夫   

広島市立元手品′ト学校教諭 楠 田 賢 二  

S－P表の活用による形成的評価の実践   

広島市立船越小学校教諭  西 東 優 二  

S－P表の活用によるつまずきの診断とその  

指導法について   

広島市立広島工業高等学校教諭藤 原 清 貴  

実験を取り入れた授業展開のエ夫   

広島市立戸坂城山小学校教諭 大 上 友 子  喜んで表現する子どもを育てるための指導法  

の研究   

広島市立川内幼稚園教諭  宮 崎 礼 子  

攣滝   
如意罠  

簡易材料試験機の設計と製作   

広島市立三人中学校教諭  中 山 秀 絶  共に育ち合う学級づくり   

広島市立大町幼椎園教諭  合 原  子
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課題達成を喜ぶ体育学習   

広島市立原小学校教諭  西 村 正 晴  

英語学習意欲を持続させる指導法についての  

研究   

広島市立定日市中学校教諭 西 本 純 江  
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潮   干   狩  遠  足   

広島市教育センタ←  

指導主事 桧 田 了 二  

々園、地御前とかなり遠方まで出かけなけれ  

ばHが採れなくなって、40年代半ばには記念  

誌から完全に潮干狩遠足の文字が消えている。  

肘安佐郡卜の′ト学校の創立百聞年記念誌を  

見ていると、春5月ころ、Ill舟で江波や吉島  

沖へ潮干狩に出かけたことが書かれていた。  

村内の学校が合同で出かけた記録や、20そう  

の帆瀬卜け舟に全校児童40し）人が分乗して川を  

Lる壮観な写兵も威せられている。   

海に近い所では、4・5月の大潮のころに、  

貝がおいしくなり、陽気も暖かくなることも  

あって、昔から家族連れで潮干狩に出かけた  

という。この潮干狩が、人正末か昭和の初め  

ころ遠足と結びついて学校に取り入れられた  

のであろう。   

丁どもたちにとって、この潮干狩遠足は年  

に一度の楽しい学校行事であった。 しかし、  

昭和20年代末には川舟が衰退し、さらに、楽  

〔写真上〕八木小学校記念誌「しらうめ」より  

〔写真左上〕緑井小学校所蔵写真帳よリ  

教育セ ンタ ーひろば   

教育センター  

2隅廊下に、研  

修講座の写真を  

掲ホしています。  

教壬経営の参考‾  

にもなると大変  

好評でした〔  

回国回回   
教育実践のまとめや新年度への準備な  

どに、お忙しい日々を送っておられるこ  

とと思います。今セ＝ま、教育研究を中心  

に編集してみました。御宿堰ください。   


